
第７９回 徳島県新型コロナウイルス感染症対策本部会議
（徳島県新型インフルエンザ等対策本部会議）

日 時：令和４年５月２２日（日）
午後３時３０分から

場 所：県庁３階 特別会議室

◎協議事項
・「大型連休明け・感染拡大抑止期間」終了後の対応について
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児童等利用施設における感染防止対策について

　  ◎児童等利用施設クラスター　４件発生（５月１８日（水））

　　 ⇒　○施設に出向き、「聴き取り調査」を実施

　　　　　  ・低年齢児の「マスクの適切な着用」や「距離の確保」が困難

　　　　　　・無症状の場合もあり、症状が出た時点で既に複数の園児が

　　　　　　　感染しており、対応に苦慮

　　　　　　・小学生の感染も増えており、家庭からの持ち込みが心配

　　　　　　・感染対策のためのチェックリストがあれば活用したい。

　        

　

  　　 ■市町村等関係機関対策会議」を開催（５月２０日（金）） 

　　       ・基本的な感染防止対策の再徹底

 　　        ・同居家族が体調不良の場合の「登園自粛」を要請

　　　 ■「チェックリスト」による感染防止対策の徹底

　　　  　　「ガイドライン」に基づくチェックリストを作成・配布

 　　　■集中的な検査の実施（案）

    　　　　児童等利用施設に「抗原定性検査キット」を配布し、

　　　　　  小学生以下の子どもを有する職員への頻回検査を実施

　感染拡大を踏まえた対策の強化
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  　・ 実施期間 ：５月９日（月）～５月２２日（日）　（２週間）

  　・ 対象施設 ：児童養護施設、乳児院など１４施設

  　◇ＧＷの人流増加を踏まえ、児童との接触機会が多い

　　　 児童入所施設の全職員を対象に抗原検査キットを配布し、

     　週２回の頻回検査を実施　⇒　陽性者なし

　児童入所施設における「集中検査」の実施
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「学校における感染防止対策」の徹底について

１ 「高校総体前」感染対策の徹底

「学校訪問チームによる巡回」の実施

○ 期間 ５月１６日（月）～１８日（水）

○ 対象 県総体出場予定の「県立学校２８校」

○ 内容 ・「県総体感染対策徹底シート」の活用徹底

「運動部活動における感染防止対策の実施状況」の確認徹底

・「抗原定性検査キット」の積極的活用

・「感染対策好事例」の横展開

課題

◎ クラスターには至らないが、

「部活動での感染」や「クラス等での感染」が継続

◎ 小中学生を中心に、感染増加の傾向

２ 今後の対応方針

①「抗原定性検査キット」の活用徹底

各学校への「検査キットの追加配布」

⇒ 「早期発見・早期封じ込め」を一層強化

②「家庭での感染防止対策」の更なる要請

小中学生の「家庭内感染」と見られる感染が増加

⇒ 「家庭でできる感染対策動画（徳島保健所）」の再活用

学校から「家庭における感染防止対策」を再要請

③「学校等からの相談体制」の更なる充実

学校での陽性者発生時における「初動体制の強化」

⇒ 県立学校・市町村教委向け「専用窓口（ホットライン）」の設定

現場の不安や質問に迅速に対応
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